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歯科材料 ０５ 歯科用接着充填材料 

管理医療機器 歯面処理材（70859000） 

ジーシー セルフコンディショナー 
 

 

【禁忌・禁止】 

�メタクリレート系ポリマー、メタクリレート系モノマー、エ

タノールに対して発疹、皮膚炎などの過敏症の既往歴のある

患者には使用しないこと。 

�併用禁忌：相互作用の項参照。 
 
【形状、構造及び原理等】 

形状 

・ 液 
 

主成分 

・ メタクリル酸エステルモノマー、希釈材、酸エステルモノマー、

エタノール 
 

原理 

・ 酸エステルモノマーにより歯面を清掃するとともに、レジン

強化グラスアイオノマーセメントの接着強度を向上させる。 
 
【使用目的又は効果】 

歯の窩洞形成の後に、エナメル質、象牙質表面を清掃し、レジン

強化グラスアイオノマーセメントの接着強度を向上させる。 
 
［使用目的又は効果に関連する使用上の注意］ 

１） サホライドや知覚過敏抑制材を塗布した歯面への使用では、

歯質と充分な接着力が得られない場合があるので、留意して

使用すること。 
 
【使用方法等】 

１） 窩洞形成 
通法に従い窩洞形成し、水洗し、弱圧エアーで乾燥させます。 

２） 露髄部分や歯髄に著しく近接した場合には、通法に従って水
酸化カルシウム製剤などで覆髄処置を行います。 

３） 歯面処理 
本品を採取し、筆等でエナメル質及び象牙質表面に薄く塗布
します。10 秒間放置後、弱圧エアーでエアーブローを行い（塗
布面全体を５秒程度）、揮発成分を除去するとともに本品を
薄く延ばします。 

４） レジン強化グラスアイオノマーの適用 
レジン強化グラスアイオノマーを、その説明書に従い適用し
ます。 

 
［使用方法に関連する使用上の注意］ 

１） 本品が患部以外の部位に付着しないように充分注意するこ

と。本品が歯肉、口唇など粘膜面に付着すると炎症（白変、

水疱など）を生じることがあるため、ラバーダムを使用する

など、口腔粘膜・口唇への接触を防止すること。（ラバーダ

ムなどで口腔粘膜・口唇への接触が防止できない部分につい

ては、ココアバターなどを塗布することをお勧めします。）

万一、歯肉などに付着した場合には、すぐに綿球で拭き取り、

操作終了後に充分に水洗すること。炎症（白変、水疱など）

が生じた場合でも、これは一過性の現象であり、短期間（１

～２週間）で回復することから、炎症（白変、水疱）を起こ

した部位にはブラッシングなどの物理的刺激を与えないよ

うに患者へ説明を行うこと。 

２） エアーシリンジ等を使用して歯面及び本品塗布面のエアー

ブローを行う場合には、事前にオイルミスト等接着阻害物質

が噴射されていないことを確認してから使用すること。[接

着阻害物質により接着力が低下するため] 

３） 万一本品処理後、唾液がついてしまった場合には、再度処理

を行うこと。[唾液等が接着力を低下させるため] 
 
【使用上の注意】 

１） 使用注意（次の患者には慎重に適用すること） 

① 薬剤、食品、アクセサリー、化学物質等に過敏症の既往歴が

ある患者には、本品及び類似品に対して過敏症歴がなくても

問診を行い、慎重に適用すること。 

２） 重要な基本的注意 

① 本品の使用により、発疹などの過敏症状を起こした患者には

使用を中止し、すぐに医師の診断を受けさせること。 

② 本品に対して、発疹、皮膚炎などの過敏症の既往歴のある術者は、

本品を使用しないこと。また、使用により過敏症を起こしたときは、

使用を中止し、すぐに医師の診断を受けること。 

③ 本品が、口腔粘膜、皮膚などに付着しないように充分注意すること。

歯肉、口唇など粘膜面に付着すると炎症（白変、水疱など）を生じ

ることがあるため、ラバーダムを使用するなど、口腔粘膜・口唇へ

の接触を防止すること。（ラバーダムなどで口腔粘膜・口唇への接

触が防止できない部分については、ココアバターなどを塗布する

ことをお勧めします。）口腔粘膜に付着した場合にはすぐに綿球

などで拭き取り、操作終了後に充分に水洗すること。また、皮膚に

付着した場合にはすぐに石鹸で洗浄すること。万一目に入った場

合には、すぐに多量の流水で洗浄した後、眼科医の診断を受ける

こと。 

④ 本品の誤飲には充分注意すること。 

⑤ 液容器のノズルに付着した液は、湿ったガーゼなどで拭き取

ること。［蓋が開かなくなる可能性があるため］ 

⑥ 塗布に使用した筆等は、患者間で交差使用しないこと。 

⑦ 高温となる場所、直射日光の当たる場所を避け、火気の近く

に置かないこと。また、テーブル、床上などにこぼしたとき

は、すぐ乾いた布で良く拭き取ること。 

⑧ 他の製品と混用しないこと。 

⑨ 容器は、使用後すぐに密栓すること。 

⑩ 本品は、塗布直前に採取すること。 

⑪ 開封後は、できるだけすみやかに使用すること。 

⑫ 本品が衣類に付着すると除去が困難なことから、エプロンなどを使

用して付着を防止すること。 

⑬ 本品は、【使用目的又は効果】の項に記載の用途以外には使用し

ないこと。 

⑭ 本品は、歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 
 

３） 相互作用 

（１）［併用禁忌］（併用しないこと） 

① ユージノール系製剤は、本品の硬化・接着を阻害する可能性

があるため併用しないこと。 
 

４） 不具合・有害事象 

［有害事象］ 

本品の口腔粘膜などへの付着により、白変、発赤、びらん、

水疱、などの過敏症状が発生することがあります。 
 
【保管方法及び有効期間等】 

［保管方法］ 

・ 直射日光、高温多湿を避けて、冷暗所で保管する。一つの保

管庫に大量に保管しない。 

・ 使用及び保管場所には、消火装置を備える。 

・ 本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管

理する。 
 
［有効期限］ 

本品は、包装に記載の使用期限までに使用する。 

※（例 EXP.２０１８－０２は 

 使用期限２０１８年 ２月を示す。） 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 ： 株式会社ジーシー 
主たる設計元 ：株式会社ジーシー 
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  東京都文京区本郷 3 丁目 2 番 14 号 
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